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問 題 

 森川（2016）は，青年と親との関係を養育態度

からではなく役割関係から捉え，青年が家庭内を

安定状態に保つよう調整する「親的役割」と，親

の言うことに従う「子役割」を見出している。ま

た，昨今子どもが親の期待をどう受け止めている

のか，という認知に着目する視点が注目されてい

る。本研究は，青年期における家庭内役割に関す

る親からの期待と，子どもの受け止め方，期待に

関する役割行動との関連について探究すること

を目的とし，これら期待と受け止め方が青年の精

神的健康に及ぼす影響について検討する。 

方 法 

調査協力者 大学生 235名に質問紙調査を行い，

214 名 (男性 118 名, 女性 95 名) の回答を有効と

した（有効回答率 91.0%）。平均年齢は 19.8 歳（SD

＝1.27）であった。 

調査項目 （1）家庭内の役割尺度 森川（2016）

の家庭内の役割尺度を使用した。（2）親の期待に

対する子どもの受け止め方尺度 渡部ら（2012）

の親の期待に対する子どもの受け止め方尺度を

使用した。（3）日本語版 GHQ12 一 般 的 な ス

トレス反応の指標である日本語版  the General 

Health Questionnaire 12 項目（以下 GHQ12）を使

用した。 

結 果 

 基本属性別に家庭内役割及び期待の受け止め

方，GHQ12 各得点における平均値の差の検定を

行った結果，性差が確認されたことから，各得点

の関連や影響について男女別に検討を進めた。  

まず，親的役割期待及び期待の受け止め方を説

明変数，親的役割行動を従属変数とした重回帰分

析を行った。その結果，男女共に親的役割期待か

ら親的役割行動への有意な正の影響が認められ

た。また，同様に子役割期待および期待の受け止

め方を説明変数，子役割行動を従属変数とした重

回帰分析を行った。その結果，男子については，

子役割期待（β＝.680，p＜.001）と失望回避的受け

止め（β＝.159，p＜.05）から子役割行動への有意

な正の影響が認められた。また，女子については

子役割期待（β＝.541，p＜.001）と積極的受け止め

（β＝.270，p＜.01）から子役割行動への有意な正

の影響が認められた。 

次に，親的役割期待及び子役割期待，期待の受

け止め方を説明変数，GHQ12 得点を従属変数と

した重回帰分析を行った。その結果，男子につい

ては負担的受け止めが GHQ12 得点に有意な正の

影響を及ぼしていた（β＝.490，p＜.001）。女子は，

決定係数は有意でなく，予測精度が低いことが明

らかとなった。 

考 察 

 本研究では，親・子双方の役割期待の他に，期

待の受け止め方が役割行動や GHQ12 得点に対し

て正の影響を及ぼすことが明らかとなった。男女

別にみると，男子は，失望回避的受け止めが子役

割行動に，負担的受け止めが GHQ12 得点に影響

を及ぼし，女子は，積極的受け止めが子役割行動

に影響を及ぼすことが示された。男子にとって，

失望回避的受け止めは積極的側面と負担的側面

を含む葛藤的な性質を持っており，子役割期待を

肯定的に受け入れながらも負担に感じ，親を失望

させたくないという思いから子役割行動をとり

やすい傾向にあるのかもしれない。女子は，子役

割行動の背景に，両親の子どもであることを肯定

的に受け入れていることや両親との心理的距離

の近さが，子役割期待を葛藤なく受け入れ，子役

割行動をとりやすい傾向にあるのではないかと

推測される。しかし，これらの点について確かな

考察を得るためには，今後さらに詳細に検討する

必要がある。 
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